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　企業で働く人には、働いている人

の数だけいろいろな「ものの見方・ 

考え方」があり、それぞれに「これ

は良い」「これは悪い」といった多

様な価値観が存在します。そして各

人が、スペシャリスト（専門技術者）

としての「ものの見方・考え方」を

持ち、かつ、オーガナイザー（組織

者）としての「ものの見方・考え方」

を持つことが要求されます。 

　一般的に価値観の最も大きな違い

は、宗教的価値観の違いです。仏教、

イスラム教、キリスト教、ヒンズー

教など、世界には多種多様な宗教的

価値観を持つ人が存在しますし、中

にはそれらの価値観にまったくとら

われることのない無宗教という人た

ちもいます。また、政治的イデオロ

ギーの違いも、大きな意味での価値

観の違いを組織に生んでいきます。

　ビジネスの世界では、それら宗教

や政治的な話というのは、「タブー

とすること」が、いわば“暗黙の了

解”ということになっています。そ

うでなければ、価値観の違いが障害

となり、組織としてチームワークが

うまくまとまらない状態になってし

まうからです。 

　では、組織の中でリーダーシップ

を発揮し、チームをまとめ上げてい

くポイントは何かと問われれば、企

業はその存在理由・存在目的である

「企業理念」を明確に打ち出し、そ

の理念の中に働く人の誰もが認める

価値観を置く、ということではない

でしょうか。そして「企業理念」か

らビジョンを立て、経済的な祝福・

繁栄、社会における貢献、仕事の喜

びといったことに目を向けさせなが

ら、個人の技術の世界をマックスに

まで極めていける仕組みを作り上げ

るというのが理想的な企業の在り方

だと思います。いわば、組織として

明確な「コアバリュー」を持つ企業

ということです。 

　ですから、企業としてチームワー

クのよい組織をつくりたければ、そ

の共通の理念である「コアバリュー」

に合わない人は、最初の採用段階で

採らないことが前提になります。簡

単に言えば経営者自身が「コアバリ

ュー」に添い、「自分はどういう会

社にしたいのか」「どのような人材

が欲しいのか」「自分自身は何を一

番大切にしたいのか」という理想の

組織イメージ、人材イメージを描き、

そのイメージに合った人を採用し、

はじめから価値観の合わない人は入

れないということではないでしょう

か。 

　ですが企業には「営業部門」「管

理部門」「商品開発部門」「総務部門」

といったそれぞれの組織が存在しま

す。その一つ一つはチームワークが

よくまとまっていても、そのお互い

の組織間の壁を越えることが難しい

わけです。 

　例えば予算一つを取ってみても、「営

業部門」は、作ったモノを売らなけ

ればいけないわけですから、徹底的

に売るということでチームワークを

まとめ上げようとします。そこで広

告・宣伝費や人材募集のための予算

をいくら取ってでも業績を伸ばそう

と考えます。また「管理部門」とい

うのは、コスト削減です。「ムダ・ム

リ・ムラ」を排除し、徹底的にコス

トコントロールをしていくのが仕事

です。 

 「商品開発部門」は、予算が取れれ

ば取れるだけいいものが作れるとい

う信じ込みがありますから、そのた

めの研究費を大きく要求してきます。

また「総務部門」というのはいわば

“守り”ですから、たとえば新しい

ことを起こすといった時には、リス

ク回避の思考が働き、現状維持を守

ろうとします。 

　このように、それぞれに立ってい

る位置によって要求が違うわけです

から、経営者はオーケストラのコン

ダクターのように、組織間の目的を

見抜いた上で企業運営していく腕が

試されます。そのためにも「企業理

念」を“錦の御旗”として、5年先、

10年先の「企業目標と個人目標の調

和・統合」を図り、企業を舞台とし

て、働く人々の自己実現を達成させ

ていくことが真のチームワークづく

りの基本なのではないでしょうか。 

 

 

 

　ものを考える時、言葉で考える人

とイメージで考える人がいるらしい。

もちろんどちらか一方だけという人

はいないはずで、どちらかといえば

という程度だろう。  

　図を書くことが苦手という人は結

構多い。最後は言葉で考えるとして

も、思考の過程で抽象的なことであ

れ、具体的なことであれ、イメージ

の図をつくり、それに基づいて考え

ることは大変に有益である。特に抽

象的な事柄を図としてとらえること

は大変に重要な能力の１つである。  

　例えば、連立方程式の解の様子を

２つの直線の関係として考えること

は、解があるかないかについて、実

に明快な説明を与える。翻って考え

れば、数そのものを直線として表現

することがそもそも図的思考の典型

例であった。空間とは直感の一形式

であると喝破したのは哲学者のカン

トである。  

　我々は考えにくいものを空間内の

形としてとらえることによって、そ

の性質や状況を見極めることができ

る。試しに立方体を言葉で説明して

みるとよい。すべての面が正方形で、

各頂点に３枚の正方形が集まり、そ

の頂点が８個あって、と説明しても

なかなか立方体の正体は分からない。  

　しかし、図を書いてこれが立方体

と言えば、誰にでも分かってもらえ

る。イメージさえできてしまえば、

立方体の性質、あるいは立方体上で

どのようなことが成り立つかを感覚

としてとらえることができる。  

　例えば立方体を平面で切断した時、

切り口に正六角形ができることは、

言葉や数式では分かりにくいが、立

方体の図を実際に切断してみれば実

に鮮やかに分かる。解析幾何学は一

般には図形を数式で表すことに成功

したといわれるが、実際は方程式を

図形のイメージを借りて考えるとい

う側面のほうが強かった。  

　ところで、図は立方体のような具

体的なものを表すだけではない。物

や人の関係性といった抽象的な概念

も図を使い表現することができる。  

 

（問）８人の人間がお互いにほかの

３人と連絡を取り合い、全員に情報

が行き渡るようにしたい。どのよう

に連絡網をつくればいいか。  

 

　これを頭の中だけで考えていると

状況が錯綜してとても分かり難いの

ではないかと思う。しかし、８人を

A,B,C,D,E,F,G,Hとして、次の図を描

いてみれば、誰が誰とどのように連

絡を取り合えばよいのかは一目で分

かる。  

　この場合、図は具体的な立体とし

ての立方体を表すだけではなく、こ

のような情報のやりとりという関係

性を表している。  

　このようにさまざまな関係性を点

と線で表す数学をグラフ理論という。

ネットワークの解析をする数学とい

ってもよい。グラフ理論の歴史は古

く、遠く18世紀のオイラーの一筆書

きの解析に始まるが、実際は20世紀

になって大いに発展した現代数学の

１分野である。こういう数学を通し

て、図的な思考法が大いに有効性を

発揮することがよく分かる。 
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真のチームワークとは 

―個の思い、組織の願い、その新しい関係― 

「企業目標と個人目標の 
調和・統合」を図る 

前提は明確な「企業理念」 


